
• 日本語の歴史を精密に研究するために、大量の古文のテキストを品詞分解してどこにどんな単語が使
われているかデータベース化する（＝単語情報付きのコーパスを作る）必要がある。

• この品詞分解のような処理は形態素解析という技術によってコンピューターに自動で行うことができるが、
古文は対応した辞書がないため解析ができなかった。

• そこで、いろいろな古文を解析するための電子辞書（古文用のUniDic）を作成して解析を可能にした。
• 作った辞書は「Web茶まめ」というオンラインのツールで誰でも利用できるように公開している。

いろいろな古文の自動品詞分解
―歴史的日本語資料の形態素解析と「Web茶まめ」―

小木曽智信

いろいろな古文の形態素解析用辞書
万葉集や源氏物語から江戸時代の戯作、明治の論説文

など、ひと口に古文といっても全く違うので、専用の辞書

が必要となる。時代・文体・地域別に10種類を作成して

オープンライセンスで公開中。

「日本語歴史コーパス」の構築に利用
日本語の歴史を研究するために広く使われている。

こちらもオンラインで公開中！
https://clrd.ninjal.ac.jp/chj/

（利用無料、要登録）

Web茶まめ
実際に解析が行えるサイト「Web茶まめ」

https://chamame.ninjal.ac.jp/

スマホでも利用できる。

形態素解析
入力された文章を、単語に分割して読みや品詞、活用形

などの情報を付加して出力する技術。MeCabという解

析器が有名。これを古文でもできるようにした。 Web茶まめ

奈良時代 ■万葉集(9.8万語) ■宣命 (1.8万語) ■祝詞 (0.9万語)

平安時代 ■仮名文学作品 (85.7万語) ■訓点資料 (0.9万語) 和歌集

鎌倉時代
■説話・随筆 (71.3万語) ■日記･紀行 (11.0万語) 
■軍記 (28.1万語)

■和歌集
(26.2万語)

室町時代 ■狂言 (23. 5万語) ■キリシタン資料 (12.3万語)

江戸時代
■洒落本 (20.4万語) ■人情本 (37.3万語)
■近松浄瑠璃 (23.1万語) ■随筆・紀行 (1.4万語)

明治・大正
■雑誌 (1274.8万語) ■教科書 (70.9万語)
■明治初期口語資料 (20.1万語) ■近代小説 (69.7万語)
■新聞 (38.6万語) ■落語SP盤 (9.3万語) 

https://clrd.ninjal.ac.jp/chj/
https://chamame.ninjal.ac.jp/
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